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自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律及び道路交

通法の一部を改正する法律の施行に伴う交通事故事件捜査及び交通指導取

 締り上の留意事項について（通達）

自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律及び道路交通法

の一部を改正する法律（令和８年法律第52号。以下「改正法」という ）が本日。

公布され、令和８年７月21日から施行されることとなった。その趣旨等について

は 「自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律及び道路交、

通法の一部を改正する法律の施行に伴う交通警察の運営について（通達 （令）」

和８年７月１日付け警察庁丙交企発第31号ほか）により通達されたところである

が、改正法施行後の交通事故事件捜査及び交通指導取締りにおける運用上の留意

事項については、下記のとおりであるので、部下職員に対する指導教養の徹底を

 図り、関係事務の運営に遺漏のないようにされたい。

 なお、この通達は、法務省と協議済みである。

また、本通達において 「自動車運転死傷処罰法」とは、自動車の運転により、

人を死傷させる行為等の処罰に関する法律（平成25年法律第86号 「法」とは、）、

 道路交通法（昭和35年法律第105号）をいうものとする。

 記

 １　自動車運転死傷処罰法の一部改正に係る運用上の留意事項

改正法により自動車運転死傷処罰法第２条及び第３条に規定される危険運転

致死傷罪の対象となる行為が明確化及び追加されたことを踏まえ、交通事故事

件捜査統括官の指揮の下、引き続き適正かつ緻密な交通事故事件捜査を徹底さ

 れたい。

⑴　いわゆる飲酒類型について（改正法による改正後の自動車運転死傷処罰法

 第２条第１号関係）

改正法の施行後は 「身体に血液一ミリリットルにつき一・〇ミリグラム、

以上又は呼気一リットルにつき〇・五ミリグラム以上のアルコールを保有す

る状態」で自動車を走行させ、その結果人を死傷させた場合には、一律に危

険運転致死傷罪が成立することから、引き続き、適切な呼気検査を徹底する



 必要がある。

そのため、事故発生時、運転者に飲酒の疑いがある場合には、下記２の留

、 、意事項に倣って適切に身体アルコール濃度の把握に努めた上で 原則として

 鑑識カードを作成すること。

なお、呼気検査の結果、運転者の身体アルコール濃度が前記の数値基準に

満たない場合であっても、従来と同様に「アルコールの影響により正常な運

 転が困難」と認められる場合には同号が適用されることに留意されたい。

⑵  いわゆる高速度類型について（改正法による改正後の自動車運転死傷処罰

 法第２条第４号関係）

⑴と同様に、改正法の施行後は、同号に規定される速度以上の高速度で自

動車を運転し、その結果人を死傷させた場合には一律に危険運転致死傷罪が

成立することから、引き続き、死傷事故発生時の車両の超過速度を確実に特

 定する必要がある。

引き続き、緻密な現場鑑識活動を実施するとともに、防犯カメラやドライ

ブレコーダーの画像解析に加え、車載記録装置に記録された情報の解析を行

 うなど、客観的かつ正確に超過速度を特定すること。

、 、なお 同号イ又はロに定める速度を10キロメートル毎時以上下回る速度は

同号柱書中「次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ当該イ又はロに定める

速度に準ずるもの」には当たらないと解されることから、適用に当たっては

 留意されたい。

⑶  いわゆる殊更滑走等類型について（改正法による改正後の自動車運転死傷

 処罰法第２条第６号関係）

同号は 「タイヤを滑らせ又は浮かせる」行為をやむを得ない事情がない、

のに意図的に行ったことにより自動車の進行を制御することが困難な状態に

 させ その結果人を死傷させた場合にに適用されるものであるため 例えば、 、 、

 ○　雪道を走行中に、積極的な意図はなくタイヤを滑らせた事案

〇　突然現れた障害物を避けるためにやむを得ず急ブレーキや急ハンドル

 をしてタイヤを滑らせた事案

 等には、一般的には、同号は適用されないことに留意されたい。

 ２　法の一部改正に係る運用上の留意事項

改正法により酒酔い運転を行った者等に対する罰則の対象となる行為が明確

化されたことを踏まえ、引き続き飲酒運転に対する厳正な交通指導取締りを徹

 底されたい。

 ⑴　「酒に酔った状態 （法第117条の２第１項第１号）の認定」

改正法により 「身体に血液一ミリリットルにつき一・〇ミリグラム以上、

又は呼気一リットルにつき〇・五ミリグラム以上のアルコールを保有する状

態」で車両等を運転した者には、一律に同号の酒酔い運転の罪が適用される



 こととなった。

他方で、運転者の身体アルコール濃度が前記の数値基準に満たない場合で

あっても、従来と同様に「アルコールの影響により正常な運転ができないお

それがある状態」と認められる場合には 「酒に酔つた状態」と認定し、酒、

、 、酔い運転の罪を適用することになるため 鑑識カードを活用した検査のほか

防犯カメラやドライブレコーダー映像、目撃者からの聴取等を総合的に考慮

して 「正常な運転ができないおそれがある状態」であるか否かを判断する、

 こと。

 ⑵　鑑識カードの作成

飲酒の疑いがある運転者に対して、呼気検査を実施した場合は、当該運転

者が病院に搬送された場合等を除いて、原則として、言語状況、歩行能力、

 直立能力等の検査を実施し、鑑識カードを作成すること。

なお、呼気検査の結果 「呼気一リットルにつき〇・五ミリグラム以上の、

アルコールを保有する状態」と認められる場合であっても、運転者の状態を

 明らかにするため、鑑識カードを作成すること。

また、飲酒の疑いがある運転者に対して、呼気検査を拒否するなど呼気検

査を実施できない場合は、鑑識カード、捜査報告書等により、当該運転者の

 状態を明らかにしておくこと。

 ３　鑑識カードの様式

鑑識カードの様式については、別添様式を基準として各都道府県警察におい

 て定めること。



様式

年齢

言動態度の
具体的内容

その他

作成の月日
作　成　者

　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　署　課　隊　　　　　　　　　　　　  　     　印

鑑識カード

顔面より約　　cm
離れた位置で
なし、かすか、
弱い、強い

普通、紅潮、蒼白

番号　　　　　　号

普通、充血、涙目

10秒間直立
させたとこ
ろ

目の状態

見
分
状
況

見分日時場所
　　　　年　　月　　日　　　時　　分　　頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   において
　上記のとおり見分した

立会人

顔　色

被疑者氏名

飲酒検知結果
（使用機器）
　測定アルコール濃度　　　　　　mg/L
　測定時の温度　　　℃

 なぜ飲み
 ましたか

うがい実施
の有無

呼気採取前にうがいを　□実施した
　　　　　　　　　　　□実施しなかった（理由　　　　　　　　　 ）

質
　
問
　
応
　
答
　
状
　
況

 名前は

 生年月日は

 住所は

 職業は

 どこで飲み
 ましたか

 誰と飲み
 ましたか

 どのくらい飲み
 ましたか

 どんな酒を
 飲みましたか

 今日は何日で
 今何時頃ですか

 何時頃から何時
 頃まで飲みましたか

直立を拒否した

直立能力

 誰の車ですか

正常に歩行した

　　　　　ふらつく
異常歩行　左右にゆれる
　　　　　歩行不能

歩行を拒否した

直立できた

　　秒でふらついた

　　秒で足をふみだした

直立できない

歩行能力
約10ｍを真
直ぐ歩行さ
せたところ

酒　臭

言語態度
状　　況

特異な言動態度なし、大声、くどい、しどろもどろ、悪口雑言、泣声、
しゃべれない、沈黙、陽気、暴れる


